
問

藤
島
地
域
小
中
学
校

整
備
検
討
委
員
会
で
は
、

賛
成
多
数
で
、
「
義
務
教

育
学
校
の
整
備
に
賛
成
す

る
」
と
し
、
市
教
育
委
員

会
に
提
出
す
る
報
告
書
に

は
、
附
帯
意
見
６
項
目
を

決
め
た
。

附
帯
意
見
は
、
義
務
教

育
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

対
す
る
意
見
に
も
な
っ
て

い
る
。

従
来
は
小
学
６
年
生
か

ら
中
学
１
年
生
へ
の
成
長

の
飛
躍
が
あ
っ
た
も
の

が
、
成
長
の
機
会
は
ど
う

確
保
さ
れ
る
の
か
。

教
育
長

義
務
教
育
学
校

で
は
、
学
年
段
階
の
ブ
ロ

ッ
ク
の
節
目
で
行
事
を
行

う
等
、
様
々
な
工
夫
を
検

討
し
、
成
長
の
機
会
は
確

保
で
き
る
。

問

渡
前
や
東
栄
の
地
域

か
ら
学
校
が
な
く
な
れ

ば
、
学
校
と
地
域
の
伝
統

行
事
の
結
び
つ
き
は
弱
く

な
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

地
域
の
伝
統
行

事
の
継
承
も
、
学
校
運
営

協
議
会
を
通
し
て
、
地
域

と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

問

小
学
校
の
教
師
は
、

小
中
一
貫
と
幼
保
小
の
連

携
と
、
両
方
を
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幼
保
と
小
学
校
の
接
続

は
よ
り
難
し
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長

幼
児
期
に
身
に

つ
け
た
力
を
土
台
と
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
学
童
期
へ
の

移
行
が
で
き
る
よ
う
、
丁

寧
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

現
在
の
３
小
学
校
と

１
中
学
校
が
今
、
義
務
教

育
学
校
に
な
っ
た
場
合
の

教
職
員
数
の
比
較
は
ど
う

か
。

教
育
長

現
在
の
児
童
・

生
徒
数
で
義
務
教
育
学
校

と
な
っ
た
場
合
は
、
通
常

学
級
が

学
級
か
ら

学

29

21

級
へ
、
特
別
支
援
学
級
が

７
学
級
か
ら
４
学
級
へ
、

合
計

学
級
が

学
級
へ

36

25

と
な
る
。

学
級
数
に
よ
っ
て
教
職

員
数
は
決
ま
る
の
で
、
減

る
こ
と
に
な
る
。

義
務
教
育
学
校
は
１
年

生
か
ら
９
年
生
ま
で
の
教

職
員
が
１
つ
の
校
舎
に
集

ま
り
、
児
童
・
生
徒
を
見

る
教
職
員
の
目
は
増
え
、

児
童
・
生
徒
は
よ
り
多
く

の
大
人
と
の
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

問

遠
距
離
通
学
の
負
担

は
、
学
校
統
廃
合
と
義
務

教
育
学
校
の
最
大
の
デ
メ

リ
ッ
ト
だ
。

バ
ス
の
運
転
手
不
足

や
、
小
学
生
の
生
活
圏
と

学
校
と
の
距
離
感
の
違
い

の
問
題
は
大
き
い
が
、
ど

う
解
決
す
る
の
か
。

教
育
長

児
童
の
居
住
地

区
と
学
校
と
の
距
離
感
を

な
る
べ
く
感
じ
さ
せ
な
い

よ
う
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

増
便
し
て
ル
ー
ト
を
設
定

す
る
な
ど
、
長
時
間
乗
車

と
な
ら
な
い
方
法
を
検
討

す
る
。

問

年
齢
の
離
れ
た
児
童

・
生
徒
間
の
安
全
面
や
、

い
じ
め
発
生
時
の
長
期

化
、
教
員
の
負
担
増
等
に

対
す
る
不
安
の
声
に
、
ど

う
対
策
を
図
る
の
か
。

教
育
長

義
務
教
育
学
校

に
関
す
る
情
報
や
教
育
活

動
、
児
童
・
生
徒
の
成
長

の
姿
な
ど
、
丁
寧
に
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
で
、
不

安
の
解
消
に
努
め
る
。

問

閉
校
後
の
旧
校
舎
等

の
利
活
用
と
、
早
期
の
小

学
校
統
合
に
対
す
る
見
解

は
ど
う
か
。

教
育
長

地
域
の
意
見
や

要
望
を
十
分
に
聞
き
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

新
校
舎
竣
工
前
の
小
学

校
統
合
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
藤
島
地
域
の
子
育
て
世

代
を
は
じ
め
、
地
域
の
考

え
方
を
伺
い
、
整
理
を
し

て
い
く
。

問

答
は
す
べ
て
、
今
後

検
討
を
進
め
な
が
ら
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

教
員
不
足
が
深
刻
だ
。

月
に
は
高
知
県
の
教

10
育
委
員
会
が
、
教
員
採
用

で
合
格
通
知
を
出
し
た
２

８
０
人
の
う
ち
、
７
割
を

超
え
る
２
０
４
人
が
辞
退

し
た
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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６
日
の
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の

加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
藤
島
地
域
小
中
学
校
整
備
検
討

委
員
会
か
ら
の
附
帯
意
見
、
②
櫛
引
地
域
に
お
け
る
産

業
廃
棄
物
焼
却
処
理
場
問
題
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま

し
た
。

学
級
数
は
減
り
、
教
職
員
数
は
減
る

ܗ
य़
ΐ
ି
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৙
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ဢ
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▽

月

日
夜
、
手
向
地
区
ふ
る
さ
と

12

13

セ
ン
タ
ー
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
「
手
向

に
お
け
る
『
信
仰
・
観
光
に
よ
る
地
域

づ
く
り
』
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
聴
講
。

同
地
区
は
「
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光

地
ト
ッ
プ
百
」
２
０
２
４
年
版
に
選
ば

れ
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ

＝
人
類
が
将
来
も
こ
の
世

s

界
で
暮
ら
し
続
け
る
事
が
で
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
が
世
界
の
共
通
目
標
と

さ
れ
、
真
剣
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
同
地
区
の
取
り
組
み
は
、

世
界
の
進
歩
の
方
向
に
沿
っ
た
、
優
れ

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

▽

日
、
自
民
党
山
形
県
連
が
知
事
選

15

で
吉
村
知
事
を
支
援
す
る
と
報
道
。
党

利
党
略
に
他
な
り
ま
せ
ん
が
、
吉
村
県

政
が
自
民
党
の
悪
政
か
ら
県
民
の
暮
ら

し
を
守
る
役
割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

▽
県
は
昨
年
開
始
し
た
、
働
き
や
す
い

企
業
を
認
定
す
る
ス
マ
イ
ル
企
業
認
定

が

月
１
日
現
在
で
３
８
０
社
に
。
そ

12
の
中
か
ら
「
女
性
活
躍
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

企
業
」

社
も
選
定
、
医
療
生
協
や
ま

19

が
た
も
選
ば
れ
た
事
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度
は
私
が
議
会
で
数
年
に
渡

っ
て
提
言
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

多
く
の
企
業
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
め
ざ
す
動
機
と
な
っ
て
い
る
の
は

嬉
し
い
事
で
す
し
、
私
が
労
働
組
合
役

員
と
し
て
、
経
営
側
と
一
緒
に
労
働
条

件
改
善
に
取
り
組
ん
だ
職
場
が
、
ト
ッ

プ
企
業
に
選
ば
れ
た
事
に
は
感
慨
を
覚

え
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）



日
本
共
産
党
第

回
鶴

95

岡
地
区
党
会
議
が

日
開

15

か
れ
、
地
区
党
の
総
合
計

画
を
代
議
員
全
員
の
賛
成

で
決
定
し
ま
し
た
。

第
１
回
地
区
委
員
会
総

会
で
は
、
五
十
嵐
貞
子
地

区
委
員
長
を
は
じ
め
、
５

人
の
常
任
委
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

討
論
で
は

人
が
発

15

言
。
様
々
な
困
難
が
あ
る

な
か
で
も
、
努
力
し
て
活

動
し
て
い
る
姿
が
紹
介
さ

れ
、
参
加
し
た
代
議
員
を

励
ま
す
発
言
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

ま
た
、支
部
活
動
も
「
地

域
住
民
と
ど
う
結
び
つ
く

か
？
」
を
、
自
ら
考
え
て

活
動
し
て
い
る
姿
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

来
年
２
月
の
三
川
町
議

選
で
２
期
目
を
め
ざ
す
砂

田
し
げ
る
町
議
が
、

月
10

の
市
議
選
に
向
け
て
菅
井

い
わ
お
市
議
が
、
そ
れ
ぞ

れ
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

第

期
地
区
党
の
政
治

95

目
標
は
、

１
、

年
７
月
の
参
院
選

25

は
、
比
例
代
表
選
挙
で
１

万
１
２
０
０
票
（

・
13

37

％
）
以
上
を
獲
得
し
、
６

５
０
万
票

％
以
上
に
責

10

任
を
持
ち
、
「
は
た
や
ま

和
也
候
補
」
を
は
じ
め
、

５
人
の
当
選
を
目
指
し
て

た
た
か
う
。
選
挙
区
で
も

奮
闘
す
る
。

２
、

年
２
月
の
三
川
町

25

議
選
で
現
有
議
席
絶
対
確

保
、

月
の
鶴
岡
市
議
選

10

で
は
、
現
有
議
席
絶
対
確

保
と
議
席
増
を
目
指
す
。

鶴
岡
市
長
選
は
、
自
民
党

市
政
の
復
活
を
許

さ
ず
、
市
民
の
命

と
く
ら
し
優
先
を

掲
げ
て
市
長
選
を

た
た
か
う
。

３
、
第

回
党
大
会
ま
で

30

に
第

回
党
大
会
現
勢
の

28

党
員
・
読
者
を
必
ず
回
復

・
突
破
す
る
。

４
、
世
代
的
継
承
の
活
動

を
３
つ
の
分
野
（
青
年
・

学
生
、
労
働
者
、

代
～

30

代
の
真
ん
中
世
代
）
で

50具
体
化
し
、
前
進
・
飛
躍

を
め
ざ
す
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月12日入札分

・市立朝暘第五小学校改築外構2期工事(校舎北側)（切添町15番4号）（入
札11業者うち8業者辞退）
(株)山口工務店 33,300,000円（33,620,000円）工期～7/3/21（落札率99.05％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月13日入札分

・市公共下水道事業 汚水610号ほか改良工事（湯野浜一丁目地内）
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月13日入札分

・三瀬地内径150粍他配水管更新工事（三瀬地内）（入札8業者）
松田工業(株) 53,200,000円（54,330,000円）工期～7/3/28（落札率97.92％）

12月12日入札分
・柳橋径150粍橋梁添架管更新工事（本町二丁目、三丁目地内）（入札7
業者うち2業者辞退）
森建設工業(株) 16,300,000円（16,650,000円）工期～7/3/28（落札率97.90％）

て
い
け
る
の
か
。

先
生
方
が
こ
れ
以
上
減

ら
な
い
こ
と
を
、
県
と
文

科
省
に
お
願
い
し
、
優
秀

な
先
生
の
確
保
に
努
め
て

い
く
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で
も
、

今
年
５
月
と
９
月
の
教
員

の
不
足
状
況
は
、
１
・
３

倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。

義
務
教
育
学
校
に
、
優

秀
な
教
職
員
を
確
保
で
き

る
の
か
。

北
欧
諸
国
は
、

年
前

10

か
ら
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
進

め
、
問
題
が
明
ら
か
に
な

っ
て
、
紙
の
教
科
書
が
復

活
し
始
め
て
い
る
。

日
本
は
こ
れ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
教
育
の
本
格
実
施
だ

が
、
将
来
に
責
任
を
持
っ

た
教
育
体
制
が
で
き
る
の

か
。

教
育
長

教
育
委
員
会
と

現
場
の
先
生
が
、
ど
こ
ま

で
働
き
方
改
革
を
推
進
し

問

櫛
引
地
域
の
た
ら
の

き
代
地
区
で
計
画
さ
れ
て

い
る
産
業
廃
棄
物
焼
却
処

理
場
は
、
設
備
規
模
は
現

在
の
６
倍
で
、
年
間
処
理

量
は
７
倍
に
な
り
、
廃
棄

物
処
理
品
目
は
現
在
の
９

種
類
に
６
種
類
が
加
わ
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

許
可
申
請
手
続
き
で

は
、
関
係
市
町
村
か
ら
の

意
見
聴
取
は
法
律
で
必
須

と
な
っ
て
お
り
、
ど
う
進

め
る
考
え
か
。

市
民
部
長

施
設
設
置
の

許
可
は
、
本
市
や
関
係
住

民
、
専
門
家
か
ら
の
意
見

等
を
踏
ま
え
、
許
可
権
者

で
あ
る
山
形
県
が
、
法
の

基
準
等
に
基
づ
き
適
切
に

判
断
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
地
域

住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
懸

念
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
県
に
伝
え
、
各

種
法
令
等
に
の
っ
と
り
適

正
に
対
処
し
て
い
く
。

問

設
置
場
所
か
ら
下
流

域
の
羽
黒
・
藤
島
地
域
に

お
け
る
影
響
を
ど
う
考
え

る
か
。

市
民
部
長

事
業
者
の
説

明
で
は
、
廃
棄
物
処
理
に

含
ま
れ
る
水
分
は
、
施
設

外
に
は
排
出
さ
れ
な
い
ク

ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム
と
の

こ
と
で
、
周
辺
に
与
え
る

影
響
は
限
定
的
と
考
え
て

い
る
。

下
流
の
住
民
の
懸
念
な

ど
は
、
県
や
事
業
者
に
引

き
続
き
伝
え
て
い
く
。

問

排
ガ
ス
中
に
は
、
各

種
の
物
質
が
基
準
以
内
で

あ
っ
て
も
含
ま
れ
る
が
。

市
民
部
長

廃
掃
法
に
基

づ
く
環
境
影
響
調
査
と
許

可
基
準
が
あ
り
、
事
業
者

の
申
請
内
容
と
県
か
ら
の

照
会
事
項
を
踏
ま
え
て
、

意
見
の
内
容
を
検
討
し
て

い
く
。

櫛
引
産
廃
問
題
に
市
の
意
見
は

獄
中
生
活

年
７
ヶ

47

月
。

歳
の
元
プ
ロ
ボ
ク

30

サ
ー
は
、

歳
の
死
刑
囚

88

と
な
っ
た
。

生
き
て
還
っ
た
袴
田
巌

の
知
ら
れ
ざ
る
闘
い
の
物

語
。

１
月
４
日
（
土
）
～

日
17

（
金
）
上
映

鶴
岡
ま
ち

な
か
キ
ネ
マ

上
映
時
間
は
ま
ち
な
か

キ
ネ
マ
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
電
０
２
３
５
・

６
４
・
１
４
４
１

日
本
国
民
救
援
会
鶴
岡

支
部
で
は
、
本
上
映
を
支

援
・
推
薦
し
、
特
別
鑑
賞

券
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

「
拳
と
祈
り
」
上
映
協
力

券
大
人
１
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は
、
加
藤

０
９
０
３
３
６
９
７
５
１

５
、
石
塚
０
８
０
６
０
３

２
５
１
１
９

※
上
映
協
力
券
は
、
国
民

救
援
会
の
み
の
取
り
扱
い

に
な
り
ま
す
。

来年２月に再選

目指す砂田しげ

る三川町議


